
白峰 にとまる

C M Y K

「よしたい」

白峰の言葉で「よしたい」とは「良くしたい、ありがとう」の意味。

ここに訪れた方たちに心から感謝すると共に、

ここで過ごす時間が皆様にとってより良いものになりますように。
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登
り
た
く
な
る
ハ
シ
ゴ
。

熊
さ
ん
入
り
ま
し
た
の
看
板
。

酒
飲
ま
ん
の
か
？
そ
り
ゃ
た
あ
ん
た
、
ジ
ゲ
の
子
じ
ゃ
ね
え
な
あ
。

転
が
る
一
升
瓶
。

手
伝
っ
て
く
れ
た
り
く
れ
な
か
っ
た
り
。

ケ
ラ
ケ
ラ
お
母
さ
ん
が
笑
っ
て
る
。

ミ
ン
ジ
ャ
の
音
。

秋
の
宝
石
。
雪
の
お
化
け
。

頭
の
上
が
白
く
な
っ
て
い
く
。

寒
い
、
け
ど
、
と
に
か
く
温
か
い
。

な
ん
だ
ぁ
、
こ
れ
で
良
い
の
か
。

八坂神社の秋祭り
に伴い、毎年 9月に
境内で行われる奉
納相撲。子どもも参
加し、強者にしこ名
が与えられる。

放楽相撲
祝い唄や作業唄
などの多様な民
謡が踊りと共に
残る。まつりで
も、日常でも。

民謡

積雪を活かした
雪遊び。雪だる
ままつりでは各
家庭の多様な雪
だるまが展示。

雪だるま

夏
の
白
山
ま
つ
り
は
泰
澄
大

師
が
白
山
を
開
山
し
た
こ
と

を
起
源
と
す
る
も
の
。
泰
澄

行
列
を
は
じ
め
と
し
て
か
ん

こ
踊
り
の
輪
踊
り
、
臼
み
こ

し
、
延
命
水
山
台
曳
き
が
催

さ
れ
る
。
町
に
は
民
謡
が
鳴

り
響
き
、
白
峰
の
伝
統
と
文

化
を
色
濃
く
体
感
で
き
る
。

酒宴

奥山の豊かな恵みは、そこに住む
人々の知恵と技で食べ物になり、生
活道具や薬などにも活用される。

山の恵み探し

出作りの生業の一
つであった。自分
で窯を作り、木々
を集め炭を焼いて
いた。

出作りの生活を支え
る自然農法。山の木々
を薙ぎ払って焼き、斜
面を利用しながらヒ
エ・アワ等の主穀や
豆、大根等を栽培。

白
峰
あ
れ
こ
れ

な
ん
だ
か
、
気
に
な
る
も
の
だ
ら
け

C M Y K

白
山
麓
の
、
恵
み
豊
か
な
奥

山
に
居
を
構
え
、
焼
畑
や
炭

焼
き
を
し
て
暮
ら
す
生
活
文

化
。
白
峰
で
は
、
年
中
山
の

中
で
過
ご
す
永
住
出
作
り
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
現
在
で
も
出
作
り
か

ら
受
け
継
が
れ
た
技
や
知
恵

が
色
濃
く
残
る
、
独
特
な
暮

ら
し
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

仏
教
行
事
食
で
あ
り
、

全
国
で
見
ら
れ
る
が
、

白
峰
で
は
白
山
の
恵
み

が
豊
か
で
あ
る
こ
と
か

ら
種
類
や
量
が
豊
富
。

自
然
へ
の
感
謝
や
地
域

住
民
同
士
が
感
謝
を
伝

え
る
側
面
も
持
ち
、
食

べ
継
が
れ
る
伝
統
食
。

日
本
三
霊
山
の
1
つ

で
あ
る
霊
峰
白
山
。白

山
の
登
山
口
に
最
も

近
い
集
落
。水
田
も
な

い
山
間
の
傾
斜
地
・

積
雪
等
の
厳
し
い
自

然
環
境
で
あ
っ
た
が
、

白
山
の
恵
み
を
活
か

し
た
食
文
化
や
、助
け

合
い
な
が
ら
暮
ら
す

生
活
文
化
、山
や
自
然

に
感
謝
す
る
自
然
信

仰
等
の
精
神
文
化
が

継
承
さ
れ
て
い
る
。

白
峰
の
食

白
峰
の
文
化

白山と生きる

白
峰
の
行
事
・
生
活

カンジキ、コシキ、
ヒノキ笠、ミノ、積
雪時の作業に使う道
具。積雪で外に出れ
ない冬を中心に、山
道具を自ら編んで製
作していた。

白山麓の奥山で営
まれる。澄んだ水
で育ったわさびは
甘みがあり、上品
な辛さがある。

日本三大紬の１つ。
養蚕集落であった
象徴。柔らかい着心
地でありながらも、
強く丈夫。

言語島とも呼ばれ
る白峰地域。加賀
地方や越前地方と
も異なる独特の言
葉が今も残る。

焼
畑
で
収
穫
さ
れ
る
大
根
。
生

は
梨
の
よ
う
に
瑞
々
し
く
、
煮

る
と
な
め

ら
か
な
食

感
。
数
が

少
な
い
た

め
今
で
は

貴
重
。

出
作
り

報
恩
講
料
理

か
っ
ち
り

白
山
ま
つ
り

な
な
ぎ
大
根

大豆の量が多く、
旨みが強い保存
に適した地域の
名品。刺身から
湯豆腐まで。

堅豆腐

栄養価が高くやせた
土地でも育つ『かまし
（雑穀）』をじっくり炒
り、湯で練って食べる
昔ながらのおやつ。

かましいりこ

乾麺と大根と醤
油で作るうど
ん。夜食や間食
として地域で食
べられている。

おろしうどん
ニシンと大根の
漬物。冬の貴重
なタンパク源。
塩のみで、1ヶ月
以上漬け込む。

ニシン漬け
厳しい冬を越え
た春のご馳走。
塩漬けや乾燥で
保存し、年中食
べ続ける。

山菜
奥山の秋の幸。
白峰の人々は特
に舞茸が大好き
で、毎年楽しみ
にしている。

天然キノコ

方言 牛首紬

わさび田栽培

焼き畑

冬の生活道具

炭焼き

白
山
奥
山
人

時
に
は
４
m
を
超
え
る
積
雪
が
見
ら

れ
、
か
つ
て
は
陸
の
孤
島
と
も
呼
ば
れ

た
豪
雪
地
域
。

雪
下
ろ
し
が

欠
か
せ
ず
、
住

民
同
士
で
協

力
し
あ
い
な

が
ら
行
う
風

景
は
原
風
景

の
ひ
と
つ
。

町
中
に
流
れ
る
用

水
。水
道
が
整
備
さ

れ
る
ま
で
は
食
事
や

洗
濯
な
ど
に
使
用
さ

れ
て
お
り
、
生
活
に

欠
か
せ
な
か
っ
た
。

ミ
ン
ジ
ャ

重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
制
定

さ
れ
、
養
蚕
集
落
の

面
影
を
残
す
町
並

み
。密
集
し
て
い
る

た
め
、散
策
に
最
適
。

町
並
み

濃
厚
な
酒
ら
し
い

酒
が
好
き
。
住
民

同
士
の
親
睦
を
深

め
る
重
要
な
場
。

積
雪

小
さ
な
じ
ゃ
が
い
も
を
美
味
し
く

長
く
保
存
で
き
る
よ
う
煮
た
も

の
。
か
つ
て

は
漬
物
の
つ

け
汁
を
捨
て

ず
に
煮
て
お

り
現
在
は
砂

糖
と
醤
油
で

煮
て
い
る
。

ト
チ
モ
チ

昔
、
栃
の
実
は
救
荒

食
で
あ
っ
た
が
、
手

間
と
技
で
美
味
し
く

加
工
さ
れ
、
現
在
は

地
域
内
外
に
愛
さ
れ

る
特
産
品
。

● 白峰コンセプトブック ／ 表 2・3


